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幼稚園や保育所の保育料など

1月から料金改訂
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明
る
いま

ち
づ
く
り
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

市
で
は
、
保
育
所
お
よ
び
幼
稚
園
の
保
育
料
の
値
上
げ
、
育
成
事
業
協
力
金
お
よ
び
学
校

施
設
使
用
料
を
新
た
に
徴
収
す
る
こ
と
に
と
も
な
う
条
例
改
正
や
補
正
予
算
案
等
を
十
二
月

定
例
市
議
会
に
提
出
し
て
い
ま
し
た
か
、
さ
る
十
二
月
二
十
八
日
の
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、

一
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

宇
治
市
で
は
、
十
二
月
定
例
市
議

会
に
、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
五
十

七
年
度
ま
で
の
五
ヵ
年
間
で
財
政
の

健
全
化
を
計
る
「
宇
治
市
財
政
自
主

ナワ飛び遊ぴ（小倉双葉園保育所）元気よく

再
建
計
画
」
を
提
示
し
、
そ
の
大
綱

に
つ
い
て
了
承
を
得
ま
し
た
。

今
回
の
保
育
料
な
ど
の
改
訂
は
、

財
政
自
主
再
建
の
一
環
と
し
て
取
り

組
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
公
共
料
命
一

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行

い
、
全
体
的
な
調
和
を
計
る
た
め
、

施
設
の
利
用
者
の
方
に
も
応
分
の
負

担
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
考
え
か

ら
、
改
訂
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

で
す
。保

育
所
の
保
育
料

こ
れ
ま
で
、
国
の
保
育
料
徴
収
蕃

準
は
毎
年
一
方
的
に
引
き
上
げ
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
市
で
は
、
保
護
者

の
生
活
を
守
る
と
い
う
立
場
か
ら
昭

和
五
十
年
度
以
来
保
育
料
を
据
え
置

く
努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
五
十
一
年
度
の
市
と

保
護
者
の
保
育
料
の
負
担
比
率
を
み

て
み
ま
す
と
、
市
が
一
Ｍ
％
、
保
護
者

保育所保育料の徴収基準額表

⊇バニ
三歳未満児 三歳以上児

国の基準 市の額 国の基ｍ 市の額

Ａ 保護世帯 0 0 0 0

Ｂ 市民税非課税世帯 0 0 0 0

ｃ＊ 市民税均等割 ■3．050 2，000 2，600 1，500

ｃ 市民税所得割5．000円未満4，150 3，000 3，700 2，000

ｃ＊ 市民税所得割5．000円以±4，750 3，500 4，300 3，000

Ｄ≫ 所得税3．000円未満 5，700 5，000 5，250 4，000

Ｄ＾” 3，000～15．000 8，100 6，000 7，650 4，500
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Ｄ＊ 30，000～60．000 10．550 9，000・10，100 6，500

Ｄ≫ 60，000～90，000 14，600 12，000
12，330

14，150
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Ｄ≫ 90，000～120．000 20．700 16．000
12，330

20，250
9，500

Ｄ＾ 120，000～150．000 34，400 20，500
12，330

23，270
11，000

Ｄ≫ 150．000～180．000
36，170

39，000
22，500

12，330

23，270
12，000

Ｄ≫ 180．000～210，000

36，170

44，290

24．000

12？30

23，270

13．000

£）10210，000～240，000 25，500 14，000

Ｄ” 240．000～270，000 27，000 15，000

が
4
9
％
と
な
っ
て
お
り
、
市
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
今
の
保
育
水
準
を
落

さ
な
い
運
営
を
続
け
る
こ
と
が
む
ず

か
し
く
、
今
回
、
や
む
な
く
保
育
料

を
改
訂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
も
の
で
す
。

高
い
階
層
の
三
歳
未
満
児
の
保
育
料
月
額
一
、
八
〇
〇
円
）
を
年
額
三

で
は
月
額
一
九
、
〇
〇
〇
円
か
ら
九
、
六
〇
〇
円
（
月
額
三
、
三
〇
〇

二
七
、
〇
〇
〇
円
に
、
ま
た
、
三
歳
円
）
に
改
定
し
ま
す
。
引
上
率
は
約

以
上
児
で
は
Ｉ
〇
、
〇
〇
〇
円
か
ら
8
3
％
で
、
近
隣
の
市
町
村
の
保
育
料

一
五
、
〇
〇
〇
円
と
な
り
ま
す
。
の
実
態
お
よ
び
公
私
立
間
の
格
差
是

ま
た
、
第
二
子
以
降
の
保
育
料
は
正
等
を
考
慮
し
て
改
正
す
る
も
の
で

今
ま
で
三
分
の
一
減
額
を
し
て
い
ま
す
。

学
校
施
設
使
用
料

市
民
税
や
所
得
税
の
課
税
世
帯
に
つ

い
て
は
、
所
得
に
応
じ
た
負
担
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
保
育
料
は
平
均
で

幼
稚
園
の
保
育
料

約
4
2
％
の
引
き
上
げ
と
な
り
、
一
番
・
現
行
の
年
額
二
Ｉ
、
六
〇
〇
円
（

こ
れ
ま
で
、
学
校
の
体
育
館
を
使

用
す
る
場
合
、
一
時
間
に
つ
き
、
電

気
代
と
し
て
Ｉ
〇
〇
円
の
実
費
が
必

要
で
し
た
が
、
今
回
、
新
た
に
「
学

校
施
設
便
用
条
例
」
を
制
定
。
次
の
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と
お
り
使
用
料
を
定
め
ま
し
た
．

府
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
よ
き
先
輩
、
友
人
、
同
僚
の
ご
指
導
す
の
は
、
ど
う
考
え
て
み
て
も
、
今
ご
あ
い
さ
つ
か
ら
繰
り
返
し
申
し
て
さ
を
増
し
、
倒
産
と
失
業
は
増
え
る
そ
こ
で
、
私
ど
も
に
と
っ
て
大
切
｛
・
体
育
館
・
・
・
一
時
間
五
〇
〇
円

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
．
新
年
を
迎
え
ご
激
励
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
、
年
年
は
余
り
い
い
年
と
は
思
え
な
い
か
き
ま
し
た
．
し
か
し
、
政
府
は
、
一
一
方
で
し
た
．
そ
し
て
、
今
年
は
さ
な
こ
と
は
、
こ
の
困
難
な
苦
し
い
年

一
・
運
動
場
・
・
・
一
時
間
三
〇
〇
円

ま
す
と
、
お
た
が
い
に
、
気
分
を
新
頭
に
当
た
り
、
特
に
感
謝
の
念
を
1
ら
互
り
ま
す
．
皆
様
も
ご
承
知
の
昨
年
の
暮
れ
に
、
「
来
年
の
春
に
な
ら
に
キ
ピ
シ
イ
年
と
な
る
で
あ
り
ま
を
ど
う
し
て
切
り
抜
け
る
か
と
い
ユ
・
教
卒
・
・
一
時
間
五
〇
円

た
に
し
て
、
何
か
張
り
切
っ
て
今
年
く
し
て
お
り
ま
す
．
と
お
り
、
イ
ン
フ
レ
は
ど
ん
ど
ん
進
れ
ば
不
況
も
お
さ
ま
り
、
物
価
を
は
し
ょ
う
．
政
界
の
エ
ラ
イ
人
は
、
去
こ
と
で
あ
り
ま
す
．
農
林
漁
業
を
は
ハ
☆
こ
れ
と
は
別
に
、
特
別
な
場
合
に

こ
そ
が
ん
ぱ
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
毎
年
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
ど
み
、
物
価
は
高
く
な
る
ば
か
り
で
、

な
る
も
の
で
す
。
ど

一
う
か
皆
様
も
ご
健
康

ｙ
’
‘
、
お
笛
に
祭

ｙ
に
励
ま
れ
る
よ
う
祈

｛
つ
て
や
み
ま
せ
ん
・

い
私
も
今
年
で
皆
様
と

″
と
も
に
二
十
八
回
目

（
1
≪
ａ

今
年
は
「
暮
ら
し
と

経
営
の
防
衛
の
年
」

京
都
府
知
事
蜷
川
虎
三

じ
め
経
済
は
安
定
す
る
」
と
宣
伝
し
年
は
「
経
済
の
年
」
だ
と
い
っ
て
お

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
容
が
来
て

も
Ｍ
に
な
っ
て
も
、
そ
し
て
木
枯
ら

し
が
吹
き
雷
が
降
ひ
だ
し
て
も
、
昭

和
五
十
二
年
、
昨
年
は
、
不
況
が
お

さ
ま
る
ど
こ
ろ
か
、
い
よ
い
よ
深
刻

コ
小
況
」
は
、

り
ま
し
た
が
、
実

は
、
二
宇
た
り
な

い
の
で
、
「
経
済

不
況
の
年
」
で
あ

っ
た
の
で
す
。
は

な
は
だ
残
念
な
こ

と
で
す
が
、
こ
の

ま
す
ま
す
勢
い
を
強

め
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、
今
年
は
イ
ヤ

ナ
年
な
の
で
す
。

こ
と
で
凌
り
ま
Ｉ
‘
掘
判
測
深
4
ｇ
。

じ
め
中
小
企
業
も
、
そ
し
て
働
く
人
心

も
学
ぶ
人
も
、
そ
の
暮
ら
し
と
経
営
ｆ

を
い
か
に
「
防
衛
」
し
、
維
持
発
展

さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。

年
頭
に
当
た
り
、
経
済
論
を
す
る

よ
う
な
や
ぽ
な
こ
と
は
い
た
し
ま
せ

ん
が
、
ど
う
か
皆
様
が
ご
健
勝
で
、

そ
の
知
融
と
技
術
を
生
か
し
、
暮
ら

し
と
経
営
の
防
衛
に
ご
努
力
さ
れ
る

よ
う
祈
り
、
こ
こ
に
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

は
実
費
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

1

育
成
事
業
協
力
金

日
ご
ろ
な
に
げ
な
く
吸
っ
て
い
る

た
ば
こ
が
、
学
校
や
保
育
所
な
ど
の

建
設
、
道
路
の
整
備
、
福
祉
事
業
な

ど
、
市
民
生
活
を
登
か
に
す
る
こ
と

に
役
立
っ
て
い
る
の
を
ご
ぞ
ん
じ
で

す
か
。
た
ば
こ
を
宇
治
市
内
で
買
い

ま
す
と
、
そ
の
本
数
に
応
じ
て
、
日

本
専
売
公
社
か
ら
宇
治
市
へ
『
た
ぱ

た
ば
こ
は
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

こ
消
費
魏
』
が
納
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
額
は
、
一
箱
に
つ
き
お
よ
そ

二
十
四
円
ほ
ど
で
、
昭
和
五
十
一
年

度
に
は
、
約
二
億
一
千
八
百
万
円
も

の
た
ば
こ
消
費
税
が
宇
治
市
に
入
っ

て
い
ま
す
。
た
ば
こ
は
宇
治
市
内
で

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

皆様のお近くの美容室を

御利用ください

ヅぬ
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農
地
課
税
の
減
額
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申
告
は
一
月
三
十
一
日
ま
で

市
街
化
区
扨
内
の
Ａ
・
Ｂ
農
地
の

う
ち
、
一
定
の
妥
件
に
あ
て
は
ま
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
か
ら
固

定
宮
居
苫
都
市
計
国
税
が
減
額
さ

れ
、
一
般
農
地
な
み
の
税
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
定
の
要
件
と
は
、
つ
ね
に
肥
培

管
理
が
ロ
Ｋ
、
今
後
と
も
引
き
続

き
営
農
を
続
け
て
い
く
農
地
で
、
し

か
も
、

①
一
団
の
市
街
化
区
域
内
農
地
（
Ａ

・
Ｂ
・
Ｃ
農
地
を
問
わ
な
い
）
で

面
積
が
千
平
方
μ
以
上
の
も
の

②
農
業
生
産
が
今
後
三
年
以
上
継
続

さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

③
千
平
方
μ
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
農
家
が
所
有
す
る
農
地
で

あ
る
こ
と

ｌ
稲
、
茶
、
そ
菜
、
花
、
そ
の
他

市
長
が
適
当
と
認
め
た
農
作
物
を

栽
培
し
て
い
る
も
の

で
す
。

該
当
す
る
農
地
に
つ
い
て
は
、
「

農
地
課
税
審
議
会
」
の
審
議
を
へ
て

認
定
さ
れ
ま
す
と
減
額
対
象
農
地
と

な
り
、
課
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

小
規
模
農
地
の
申
請
も

な
お
、
昨
年
中
に
春
議
会
に
お
い

て
「
不
認
定
」
が
な
さ
れ
た
人
に
つ

い
て
も
、
新
た
に
前
記
の
妥
件
に
該

当
す
る
優
良
農
地
に
つ
い
て
は
再
度

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
を
受
け
る
に
は
「
申
告
」
が

必
要
で
す
の
で
、
市
役
所
資
産
税
課

ヘ
ー
月
三
十
一
日
ま
で
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
昨
年
に
「
認
定
」

を
受
け
ら
れ
て
い
る
人
は
、
申
告
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
資
産
税
課
）

子
ど
も
の
遊
び
を

考
え
る
教
室

中央家庭

教育学級

い
ま
の
お
と
な
の
方
が
子
ど
も
の

時
に
遊
ん
だ
迦
ぴ
が
今
の
子
芦
石
に

伝
わ
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
大
人

も
子
ど
も
に
遊
ぴ
を
伝
え
な
い
し
、

ま
た
、
”
ど
も
の
遊
ぴ
場
所
も
な
い

と
い
う
現
在
、
早
ど
も
は
遊
ぴ
を
失

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
一
度
こ
の
学

級
で
子
μ
石
の
遊
ぴ
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

☆
第
一
謂
・
・
ｉ
月
3
0
日
（
月
）

テ
ー
マ
・
・
・
子
ど
も
た
ち
の
遊
ぴ
の

現
状

講
師
・
＝
山
城
教
育
局
指
導
主
事森

本
隆
さ
ん

☆
第
二
調
・
・
・
2
月
7
日
（
火
）

テ
ー
了
・
遊
ぴ
と
子
ど
も
の
成
長

で
な
い
か
。

二
、
器
具
は
安
全
か
・
・
・

グ
ン
ク
の
油
も
れ
、
バ
ル
ブ
の
故

障
は
な
い
か
。

三
、
使
い
方
は
正
し
い
か
・
・
・

説
明
書
ど
お
り
正
し
く
使
つ
て
い

る
か
。
洗
濯
も
の
な
ど
の
乾
燥
に

使
用
し
て
い
な
い
か
。

講
師
・
・
・
市
立
Ｉ
Ｈ
取
小
学
校村

上
平
明
さ
ん

☆
第
三
講
・
・
・
2
月
1
4
日
（
火
）

テ
ー
マ
・
・
・
手
づ
く
り
の
遊
び
（
実

習
）

講
師
・
・
・
京
都
造
形
活
動
研
究
所

所
長
村
栄
繁
さ
ん

☆
第
四
講
・
：
2
月
1
6
日
（
木
）

テ
ー
マ
・
：
日
本
の
伝
承
遊
ぴ

講
師
・
・
・
大
阪
市
立
大
学
助
教
授

藤
本
浩
之
輔
さ
ん

☆
第
五
講
・
・
・
2
月
2
3
日
（
木
）

テ
ー
マ
・
・
・
遊
び
空
間
の
変
ぼ
う
と

Ｈ
・
ど
－
ｕ
＞
た
ら

講
師
・
・
・
大
阪
市
立
大
学
助
教
授

藤
本
浩
之
輔
さ
ん

四
、
あ
と
始
末
は
完
全
か
・
・
・

＝
ツ
ク
は
完
全
に
閉
っ
て
い
る

か
。
火
は
完
全
に
消
え
て
い
る
か

こ
の
防
火
四
ｌ
Ｋ
≪
’
＾
＜
Ｎ
は
、
火
気

使
用
器
具
全
般
に
通
用
し
ま
す
。
つ

償
却
資
産
の
申
告
は
、
地
方
税
法

三
八
三
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
毎
年

一
月
一
日
現
Ｅ
、
市
内
に
所
Ｅ
す
る

償
却
資
産
に
つ

い
て
申
告
し
て

い
た
だ
ぐ
も
の

で
す
。

す
。
申
告
義
務
の
あ
る
人
は
早
期
申

告
に
ご
協
力
ぐ
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限
・
・
・
一
月
三
十
一
日

急
い
で
く
だ
さ
い

償
却
資
産
の
申
告

▽
提
出
書
類
・
・
・
償
却
資
産
申
告
書
と
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

産
税
課
償
却
資

産
賭
税
係
へ
お

（
資
産
税
課
）

録
（
カ
ラ
‐
作
品
4
1
分
）

・
「
和
鏡
」
・
・
・
鏡
の
歴
史
を
語
り
、

和
鏑
づ
く
り
の
技
法
を
刻
明
に
記

録
す
る
と
と
も
に
「
魔
鏡
」
を
再

租
し
た
伝
承
技
術
を
紹
介
（
カ
ラ

ト
作
品
4
4
分
）

（
公
民
館
）

■
身
障
者
に

生
活
補
助
用
具
を
貸
与

賃
与
を
受
け
る
た
め
に
は
、
現
在

宇
治
市
内
に
住
み
、
身
体
障
害
責
于

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

希
望
さ
れ
る
人
は
、
印
か
ん
と
身

障
者
手
帳
を
持
っ
て
、
福
祉
事
務
所

の
障
害
福
祉
係
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
車
い
す
等
は
、
市
内

の
身
体
障
害
者
の
団
体
に
貸
し
出
す

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
必
要
な
場

合
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
あ
さ
ひ
保
育
園

保
母
を
募
集

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
を

現
農
業
委
員
の
任
期
が
昭
和
5
3
年

7
月
1
9
日
に
周
了
す
る
た
め
、
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
選
挙
人
名
簿
に

登
載
さ
れ
て
い
な
い
と
選
挙
権
も
仮

選
挙
権
も
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
末
、
農
捗
琴
薪
か
ら
農
家

組
合
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
選
挙
人
名
簿
登
載
申

請
を
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は

至
急
急
曇
響
通
じ
て
提
出
し
で
く

だ
さ
い
。

（
農
業
委
員
会
）

成
人
の
日
の
つ
ど
い

‐
‐
－
－
‐
ｉ

Ｏ広ぶた尺Ｓ．木製（絵入）

￥8．000を￥6ｆ400

0万寿盆八寸角木製

紋入＼10．000を￥8ｆ000

0台付ふくさ（色／5ｆ・利休・紺・朱）

ちりめん￥2，500を￥2，000

Ｏ本綴式柄物ふくさ・ｊヽ（細ｉｏｏ％）

家紋入＼60，000を￥48ｆ000

紋なし＼45，000を￥36，000

0広ぶた尺＝木製（家紋入）

越前塗￥32．000を￥25，600

紀州塗￥20．000を￥16，000

店商ＳのＵｌヨｌ上
宇治市宇治橋通り2丁目電話（0774）（ｃ2135番㈹

572

図

ｉ

新春の御祝事必需品特価奉仕（2月末まで）

ｓ‥家紋入りふろしき・ふくさ・広ぶた（ｒ昌寛）4ご・踏，紬

償
却
資
産
と
は
、
土
地
、
家
屋
以

外
で
、
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
有
形
の
固
定
宮
冤
き
し
ま

▽
時
間
・
・
・
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正

午

▽
会
場
・
：
市
民
会
館

受
講
を
希
里
さ
れ
る
人
は
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
教
室
名
を
明
記
し
て
、
1

月
2
8
日
ま
で
に
宇
治
市
公
民
館
へ
お

お
知
ら
せ

：ぷＳＩＳ！5－

：

…………………………………

石油ストーブを点検・手入れ

するのも大切なことです

ね
に
点
検
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
火
事
・
救
急
は
1
1
9
番
へ

○
防
火
の
ご
相
談
は
、
最
寄
り
の
消

防
署
へ

（
消
防
本
部
）

租
類
別
明
細
書

▽
提
出
先
・
・
・
市
役
所
資
産
税
課
償
却

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
先
着

5
0
人
で
締
切
り
ま
す
。

■
中
央
婦
人
学
級

－
女
性
史
－

■
映
画
の
つ
ど
い

ｏ白山紬ふろしきＨ巾（絹ｉｏｏ％）

別Ｉｋ￥16．000を￥12，800

Ｗｉ製品￥11，000を￥8ｆ800

ｏ塩瀬ふくさ8号（絹ｉｏｏ％）

別染￥11．000を￥8，800

既ＳＪｍ￥7．000を￥5，600

ｏ新編柄物ふくさ小（交織）

家紋入￥33，000を￥26，400

放なし￥18，000を￥14，400●13号（結納金50万程度）
5点セット33，000円

■結納相談

コーナー常設

「結納の選び方」

「しきたり」

「あいさつ」等

どんな些細なことで

もご相談下さいませ。

専門の係員が真心を

こめて、ご説明させ

ていただきます。

小
規
模
農
地
に
つ
い
て
は
市
独
自

の
措
置
と
し
て
「
農
業
奨
励
金
交
付

制
度
」
が
殷
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
一
団
の
市
街
化
区
域
内

の
Ａ
・
Ｂ
農
地
で
三
百
平
方
μ
以
上

千
平
方
μ
未
満
の
優
良
農
地
を
対
象

に
、
宅
地
並
課
税
額
と
一
般
農
地
並

課
税
と
の
差
額
を
奨
励
金
と
し
て
交

付
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
場
合
■
≫
＆

額
対
象
農
地
の
要
件
で
あ
る
前
記
②

か
ら
④
を
屑
だ
し
、
優
良
農
地
に
認

定
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

骸
当
す
る
農
地
の
所
有
者
は
、
経

済
系
業
観
光
課
ヘ
ー
月
三
十
一
日
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

す
で
に
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
る
人

は
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
経
済
茶
業
観
光
課
）

石
油
を
燃
料
と
す
る
器
具
は
、
地
で
、
こ
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

震
な
ど
が
発
生
し
た
り
、
何
か
の
ひ
〔
防
火
の
四
チ
エ
。
ク
〕

よ
う
し
で
転
倒
し
た
り
す
る
と
、
火
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い
に
あ

災
を
ひ
き
お
こ
す
原
因
に
な
り
、
大
た
っ
て
は
、
次
の
‘
丿
エ
ッ
ク
ポ
イ
ン

切
な
財
産
な
ど
を
失
っ
た
り
し
ま
卜
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

す
。
一
、
場
所
は
危
険
で
な
い
か
・
・
。

現
在
、
移
助
式
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
近
く
に
カ
ー
テ
ン
や
ふ
す
ま
が
な

は
、
耐
震
自
動
消
火
装
置
付
の
も
の
い
か
。
人
の
出
入
ｏ
が
多
い
場
所

耐
震
自
動
消
火
装
置

つ
い
て
い
ま
す
か

石
油
ス
ト
ー
ブ

消防豆知識
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